
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 厚生労働省から、介護サービスを利用されている方に向けて、

ガーゼマスクが届きました。センターの職員が１枚ずつビニー

ル袋で梱包し、洗濯方法の説明書をセットして、約９００名のご

利用者さまにお配りさせていただきました。職員が２人ペアを

つくり、電話連絡の上で地図を調べてポストに投函し、地域のケ

アマネジャーさんのご協力もいただきながら速やかにお配りできるように努めました。多くの方が

ご丁寧にお礼の電話をかけてくださり、とても励みになりました。マスク不足は徐々に解消されて

いくのを感じていますが、まだ十分な量が出回っているとは言い難く、みなさまにご活用いただけ

たら幸いです。 

 

  

加古川市の要請を受け、地域包括支援センターの機能を保持する

目的で、当センターでも４月２０日から在宅勤務を取り入れていま

す。職員を２つの班に分けて、センター勤務と在宅勤務とを交互に

対応していますが、毎日始業

時とお昼、終業時にＷＥＢミーティングを行い、職員間での

情報共有に努めてきました。また、他のミーティングや会議

でも活用し、離れていても一堂に会したかのようにリアルタ

イムで話し合うことができています。まだ不慣れなこともあ

りますが、新しいシステムを活用できるように努めています。 

 

 

 当センターでは２か月に１回のペースで勉強会を

行っており、事例検討などを通してスキルアップを図

っています。緊急事態宣言が発出されたことから研修

会の中止や延期が相次いていますが、センター職員と

居宅介護支援事業所のケアマネジャー、計１７名で、

５月１８日にＷＥＢ勉強会を開催しました。「主任ケ

アマネジャーの後方支援」というテーマで、ケアマネジャーはどんな時に困っているか、誰に支援

して欲しいか、事例をもとに振り返りながら話し合いました。２班に分かれてテレワークを実施し

ているからこそ、チームワークの大切さや、温かさ、感謝の気持ちを改めて感じました。 

 

かこがわ便り 

マスク配布 

テレワークの対応 

新型コロナウイルスが猛威をふるう中、緊急事態宣言が発出され、生活や仕事に大きな変化を

もたらしました。地域包括支援センターかこがわでは試行錯誤しながら、様々なことに取り組ん

でまいりましたので、その一部をご紹介させていただきます。 

 

打ち合わせ時のパソコン画面は 

まさしく３密状態です（笑） 

包括内勉強会 



 

 センターでは入り口にビニールシートを貼るなど感染防止拡大に努めていま

すが、訪問時に発熱や、肺炎の症状がみられるなど、コロナウイルス感染の疑

いのある方に対応する場面も想定されます。ゴミ袋を使用した防護服、クリア

ファイルを使用したフェイスガードなどを作成し、職員各自が訪問する際に携

帯し、いざという時には着用できるように準備しています。 

 

 

 地域の高齢者のつどいの場であるサロンや、いきいき百歳体

操の運営にも自粛要請がありました。定期的にサロンの代表者

さまに連絡し、情報交換する中で、

「テレビをつけたら気持ちが落ち込

む」「いつまで続くのか…不安」「体力

が落ちたみたいや」「頭もボケてしま

うんじゃないかな」という話をお聞

きしました。何とかお力になりたい

と考え、「STAY HOME 介護予防」と称し、包括かこがわオリジナルの「フ

レイル予防」「脳トレ」のチラシを作成し、お渡ししました。「参加者に配

ります」「続編もでるの？」などの嬉しい反応を多くいただきました。ま

た更に発展し、加古川・氷丘民生児童委員協議会、社会福祉協議会のご協

力も得られ、７５歳以上の高齢者及び高齢者世帯、寝たきり高齢者の方

を対象に、加古川地区約８５０部、氷丘地区約７２０部のチラシ配布に

つながりました。今後も新しい生活様式を意識した運営を考えていく必要はありますが、包括かこ

がわとしても「何ができるか」を考えながら、ご支援できるように努めていきたいと思います。 

 

 

 

 毎月第２木曜日の午後から総合福祉会館でオレンジサロン、毎月第２金曜日の午後から当センタ

ーで介護ほっとカフェを実施していましたが、両方とも自粛要請があり、３月から中止しています。

参加者のみなさまに中止の連絡をさせていただいた際に「どこにも行くところがなくて困ってい

る」「他のみんなは元気にしていますか？」などのお声をいただきました。またみなさまと笑顔で

お会いでき、楽しく話ができるように願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防護服の作成 

サロンやいきいき百歳体操の自粛要請を受けて 

介護ほっとカフェ（介護者のつどい） 

編集後記 
長い自粛期間によって、言葉にできないような不安を感じておられる方も多かったの

ではないでしょうか。センターでも、今まで当たり前のように職場の全員で話し合い、相

談し、チームとして事業に取り組んできましたが、テレワークで２班編成になり、毎日頭

を抱える日々が続きました。しかし辿り着いた答えは「できないこと」に目を向けるので

はなく、「何ができるか」を考え、様々な取り組みにチャレンジすることでした。今後、

第２波がくることも予想されており、災害時などでも同様このたび取り組んできたこと

は次に活かすことができると信じています。みなさまから「頼りになります」と思ってい

ただけるようなセンターになれるよう、微力ですが職員一同努めてまいりますので、今

後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 
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